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児
童
手
当
が
小
学
校
6
年
生

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
児
童

の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
、
認
定
請
求
・
額

改
定
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。な

お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、
平
成

18
年
9
月
30
日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
に

限
り
、
特
例
的
に
4
月
1
日（
ま
た
は
支
給

要
件
に
該
当
し
た
日
）に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

《
児
童
手
当
の
支
給
を

受
け
る
に
は
》

◎
平
成
18
年
度
に
小
学
校
4
年
生
の
児
童
が

い
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん

（
平
成
8
年
4
月
2
日
生
ま
れ
〜

平
成
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

・
平
成
18
年
3
月
31
日
ま
で
、
当
該
児
童
に

係
る
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
は
、

特
段
の
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
現
況
届
は
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。）

・
平
成
18
年
3
月
31
日
現
在
、
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
方
で
、
受
給

資
格
が
あ
る
場
合
は
、
認
定
請
求
ま
た
は

額
改
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

◎
平
成
18
年
度
に
小
学
校
5
年
生
ま
た
は
6

年
生
の
児
童
が
い
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん

（
平
成
6
年
4
月
2
日
生
ま
れ
〜

平
成
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

・
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保

護
者
の
方
で
、
受
給
資
格
が
あ
る
場
合
は
、

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

・
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
保
護

者
の
方
は
、
額
改
定
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、
小
学
校
第
3
学
年
修
了
前
（
9
歳
到

達
後
最
初
の
年
度
末
）ま
で
か
ら
、
小
学
校
修
了
前（
12
歳
到
達
後
最
初
の

年
度
末
）ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

校庭で遊ぶ小学校の児童たち



厚生年金などの加入者の場合、特例により以下
の限度額が適用されます。

所得制限限度額（万円）
460.0
498.0
536.0
574.0
612.0
650.0

所得制限限度額（万円）
532.0
570.0
608.0
646.0
684.0
722.0

扶養親族等の数
0人
1人
2人
3人
4人
5人

3 広報うえのはら　平成18年6月号　　　　　

◎
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
み
な
さ
ん

・
所
得
制
限
の
引
き
上
げ（
別
欄
所
得
制
限

限
度
額
表
参
照
）に
よ
り
、
新
た
に
児
童

手
当
を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
保
護
者
の
方
は
、
認
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
で
き
な

か
っ
た
方
は
、
自
己
判
断
せ
ず
に
認
定
請

求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
の
必
要
書
類

①
年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
健
康
保
険
証
の

写
し（
申
請
者
が
厚
生
年
金
等
加
入
者
の

場
合
）

②
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
平
成
17
年
1

月
1
日
に
旧
上
野
原
町
、
旧
秋
山
村
に
住

所
が
な
か
っ
た
場
合
、
平
成
18
年
1
月
1

児
童
手
当
の
「
現
況
届
」
は
6
月
中

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
6
月
30

日（
金
）ま
で
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

「
現
況
届
」
は
引
き
続
い
て
手
当
を
受
け

る
た
め
の
大
切
な
書
類
で
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
の
状
況
、
児
童
の
養
育
の
状
況
を
確

認
す
る
た
め
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。こ

の
届
を
提
出
し
な
い
と
、
引
き
続
い
て

受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
6
月
分
以

降
の
手
当
の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

・
1
月
1
日
以
後
に
上
野
原
市
に
転
入
し
た

方
は
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
発
行

の
平
成
17
年
中
の
所
得
証
明
書
（
児
童
手

当
用
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、「
年

金
加
入
証
明
書
」
ま
た
は
「
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
写
し
」
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
「
現
況
届
」「
年
金
加
入
証
明
書
」
の
用

紙
は
、
現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
る
家
庭

に
、
6
月
分
の
支
払
通
知
書
と
一
緒
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。

児
童
手
当
の
手
続
き
は
忘
れ
ず
に

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家

庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
を
助
け
る
と
と
も

に
、
次
代
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
お
よ

び
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

●
支
給
対
象

12
歳
到
達
後
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校
修
了

前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

●
支
給
額

1
人
目
、
2
人
目
は
5
千
円
、

3
人
目
以
降
は
1
万
円（
1
人
あ
た
り
月

額
）

●
支
払
い
時
期

毎
年
2
月
、
6
月
、
10
月

に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

●
所
得
制
限

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
に
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
児
童
手
当
は
認
定
請
求
を
し
た
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、

提
出
が
遅
れ
る
と
遅
れ
た
分
の
手
当
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な

い
方
は
、
お
早
め
に
認
定
請
求
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

日
に
上
野
原
市
に
住
所
が
な
か
っ
た
場

合
）

※
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、
児
童
手
当

が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な

り
ま
す
。

※
9
月
30
日
は
閉
庁
日
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。●問い合わせ

福祉課
子育て支援担当
（蕁62―3115）

注１　所得税法に規定する老人控除対象配偶者また
は老人扶養親族がある者についての限度額
（所得額ベース）は上記の額に当該老人控除
対象配偶者または老人扶養親族1人につき6万
円を加算した額。

注２　扶養親族等の数が6人以上の場合の限度額
（所得額ベース）は1人につき38万円（扶養親
族等が老人控除対象配偶者または老人扶養親
族であるときは44万円）を加算した額。

平成18年度所得制限限度額表
（平成18年4月分の手当より）

扶養親族等の数
0人
1人
2人
3人
4人
5人

▲児童手当現況届の用紙
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結
核
定
期
住
民
検
診
を
実
施
し
ま
す

結
核
予
防
法
に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
住
民

の
み
な
さ
ん
（
平
成
18
年
度
中
に
65
歳
に
達

す
る
者
を
含
む
。）
を
対
象
に
、
巡
回
検
診

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
を
実
施
し
ま
す
。

結
核
は
、
今
で
も
我
が
国
最
大
の
感
染
症

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
核
を
根
絶
さ
せ

る
た
め
、
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
結
核
の
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
そ
の
予
防
に
注
意
を
払

う
よ
う
努
め
る
こ
と
が
国
民
の
責
務
で
す
。

次
の
日
程
で
行
う
「
結
核
定
期
住
民
検
診
」

を
受
け
、
結
核
の
予
防
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。対

象
と
な
る
方
は
、
お
近
く
の
会
場
で
必

ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

昭
和
17
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

上
野
原
市
民
（
住
民
登
録
の
あ
る
方
）

●
対
象
と
な
ら
な
い
方

次
に
該
当
す
る
方
は
、
今
回
の
住
民
検
診

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
会
社
や
施
設
な
ど
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

を
受
け
て
い
る
方

②
現
在
、
結
核
で
治
療
中
の
方
お
よ
び
そ
の

家
族

●
撮
影
時
の
注
意
事
項

①
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
コ
ル
セ
ッ
ト
、
エ
レ
キ
バ

ン
等
は
身
に
つ
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
簡
単
に
着
替
え
が
で
き
る
服
装
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

③
貴
重
品
は
持
参
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
異
常
が
認
め
ら

れ
た
方
の
み
に（
1
〜
2
か
月
後
に
）連
絡

し
ま
す
。

受
診
票
等
、
特
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保
健
担
当

（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

▲結核検診用Ｘ線装置

検
診
の
様
子

▼



5 広報うえのはら　平成18年6月号　　　　　

初戸（橋本木材前）
藤尾（蔵春院前）
旧六藤分校
田和（橋本土建前）
扁盃バス停横
原区民会館前
飯尾（桑原利行宅前）
市役所西原支所前
日寄橋
消防署棡原出張所
大垣外（網野治行宅前）
市役所旧棡原支所入口
棡原小学校校庭
旧日原バス停前
ふるさと長寿館前

6
月
12
日

（月）

月日 曜日 会　　　　　場 受付時間 月日 曜日 会　　　　　場 受付時間

9:10 ～ 9:20
9:30 ～ 9:40
9:50 ～ 10:00
10:10 ～ 10:20
10:30 ～ 10:40
10:50 ～ 11:20
11:30 ～ 11:40
11:55 ～ 12:05
1:10 ～ 1:20
1:30 ～ 1:40
1:50 ～ 2:00
2:15 ～ 2:25
2:35 ～ 2:45
2:50 ～ 3:00
3:10 ～ 3:20

（金）

公正屋しおつ店駐車場
新田水防会館前
鶴島東区（小俣庸宅前）
鶴島西区（（有）東新前）
田野入（大房商店横）
新二（小佐野駐車場）
本一共同パーキング
鶴川（加藤照正宅前）
八米（桑原一正宅前）
大鶴小学校校庭
大倉（中村匡男宅前）

8:50 ～ 9:20
9:40 ～ 9:50
10:00 ～ 10:10
10:20 ～ 10:30
10:40 ～ 10:50
11:10 ～ 11:30
11:40 ～ 11:55
1:10 ～ 1:20
1:30 ～ 1:50
2:00 ～ 2:10
2:20 ～ 2:30

6
月
13
日

6
月
15
日

（火）

（木）

山風呂（光電製作所前庭）
向風（正八幡宮前）
小伏入口（八幡神社下）
黒田（長田茂宅前）
井戸バス停前
先祖・丸畑（山本季男宅前）
奈須部公民館前庭
三生会病院前
塚場（諸角正成宅前）
諏訪（臼井眞宅前）
保健センター（勤労青少年ホーム）
八ツ沢老人福祉センター前
松留（公正屋本部前）
JAクレイン巌支店前
JR四方津駅前
川合（久島章司宅前）
市役所巌支所前
市役所大目支所前
西大野（泉ホーム庭）
大目小学校校庭
犬目公民館前
荻野（志村延勝宅前）
大椚（中村幸記宅前）
日野（市川正末宅横）

9:00 ～ 9:10
9:20 ～ 9:30
9:45 ～ 9:55
10:05 ～ 10:15
10:25 ～ 10:35
10:45 ～ 10:55
11:05 ～ 11:15
11:30 ～ 11:50
12:00 ～ 12:10
12:20 ～ 12:30
1:40 ～ 2:00
9:00 ～ 9:20
9:30 ～ 9:40
9:50 ～ 10:00
10:10 ～ 10:20
10:50 ～ 11:00
11:30 ～ 11:45
1:10 ～ 1:20
1:30 ～ 2:00
2:10 ～ 2:20
2:30 ～ 2:40
2:50 ～ 3:00
3:15 ～ 3:25
3:35 ～ 3:45

6
月
16
日

（月）

芦垣公民館前
和見消防庫前
桑久保東区（志村英美宅前）
甲東小学校校庭
中不老消防庫前
棚頭（中村一匡宅前）
野田尻（落合商店前）
保健センター（勤労青少年ホーム）

9:10 ～ 9:20
9:40 ～ 9:45
10:10 ～ 10:20
10:30 ～ 10:40
10:50 ～ 11:00
11:10 ～ 11:20
11:30 ～ 11:40
1:30 ～ 2:30

6
月
19
日

（火）

無生野（藤本重則宅前）
浜沢（浜松屋商店前）
原（原田廣秋宅前）
尾崎（山王屋商店前）
寺下（火の見やぐら前）
板崎（菊屋商店前）
遠所（佐藤猛宅前）
大地バス停前
栗谷（秋山ゴム工業前）
中野（商工会前）
神野バス停前
小和田バス停前
古福志バス停前
桜井（小俣静工業前）
金山集会所前
富岡（三好屋商店前）
安寺沢（加藤久男宅前）
一古沢バス停前

9:00 ～ 9:10
9:15 ～ 9:25
9:30 ～ 9:40
9:45 ～ 9:55
10:00 ～ 10:10
10:15 ～ 10:25
10:30 ～ 10:40
10:45 ～ 10:55
11:00 ～ 11:10
11:15 ～ 11:35
1:00 ～ 1:10
1:15 ～ 1:25
1:30 ～ 1:40
1:45 ～ 1:55
2:05 ～ 2:10
2:20 ～ 2:30
2:40 ～ 2:50
3:00 ～ 3:10

6
月
20
日

（木）
（整理日）
保健センター（勤労青少年ホーム）

10:00 ～ 12:00
6
月
22
日

※これまでの実績に基づいて、前年度とは巡回コースや時間を

変更しています。お間違えのないようにお出かけください。

※交通の状況等による多少の遅れについては、ご容赦いただき

ますようお願いします。

（敬称略）

平成18年度結核定期住民検診日程表



ま
で
配
線
し
ま
す
。
配
線
に
伴
い
、
接
続
用

機
器
の
収
納
箱
を
室
内
か
外
壁
に
設
置
し
ま

す
。
こ
こ
ま
で
は
市
で
行
い
ま
す
。

市
で
設
置
し
た
接
続
用
機
器
か
ら
テ
レ
ビ

へ
の
接
続
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
つ

い
て
は
、
電
気
工
事
業
者
等
に
よ
る
作
業
が

必
要
で
す
の
で
別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
各
ご
家
庭
の
状
況
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
施

工
時
期
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。

視
聴
で
き
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
？

基
本
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
現
在
、
山
梨
県

域
の
4
チ
ャ
ン
ネ
ル（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
教
育
甲
府
・
Ｙ
Ｂ
Ｓ
・
Ｕ
Ｔ
Ｙ
）、
東
京

圏
の
７
チ
ャ
ン
ネ
ル（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
教
育
・
日
本
テ
レ
ビ
・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
・
フ
ジ
テ

レ
ビ
・
テ
レ
ビ
朝
日
・
テ
レ
ビ
東
京
）に
つ

い
て
、
視
聴
で
き
る
よ
う
Ｕ
Ｂ
Ｃ
が
申
請
手

続
き
を
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
よ
る
各
局
の
放
送
の
配
信

（
再
送
信
と
い
い
ま
す
。）に
つ
い
て
は
、
放

送
局
ご
と
に
再
送
信
の
同
意
を
得
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
地
上
波
放
送
の
放
送

免
許
の
条
件
は
、
原
則
と
し
て
県
域
に
対
し

て
の
放
送
に
限
ら
れ
、
そ
の
う
え
、
日
本
民

そ
の
他
に
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
と
の
追
加
契
約
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
、

ス
ポ
ー
ツ
、
映
画
等
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送

を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
ま
し
て
、

市
の
行
政
情
報
に
重
点
を
置
い
た『
行
政
チ

ャ
ン
ネ
ル
』、
地
域
の
話
題
や
耳
寄
り
な
情

報
を
お
届
け
す
る『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ャ

ン
ネ
ル
』の
放
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
形
態
は
ど
う
な
る
の
？

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
市
で
整
備
す

る
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
貸
与
し
、
Ｕ

Ｂ
Ｃ
の
運
営
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
ご
利
用

い
た
だ
く
み
な
さ
ん
に
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
と
契
約

を
結
ん
だ
う
え
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
詳
細
な
サ
ー
ビ
ス

内
容
お
よ
び
各
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。

＊
国
や
地
方
公
共
団
体
（
第
一
セ
ク
タ
ー
）

と
民
間
事
業
者
（
第
二
セ
ク
タ
ー
）
が
共

同
で
出
資
し
て
設
立
し
た
法
人
の
こ
と

で
、
一
般
的
に
は
三
セ
ク
と
呼
ば
れ
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
の
事
業
で
は
、

市
の
所
有
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
、
民
間

事
業
者
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
生
か
し
な

が
ら
、
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
よ
り
充
実

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
情
報
推
進
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

間
放
送
連
盟
の
方
針
で
は
、
県
域
を
超
え
た

地
域
へ
の
放
送
の
配
信（
区
域
外
再
送
信
と

い
い
ま
す
。）を
禁
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

基
本
的
に
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
区
域
外

再
送
信
は
同
意
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
、

再
送
信
同
意
の
基
準
に
つ
い
て
も
放
送
局
ご

と
に
見
解
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
、
受
信
を
要
望
し
て
い
る
す
べ
て
の
放
送

局
か
ら
再
送
信
同
意
を
得
る
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

現
在
、
東
京
圏
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
視
聴

し
て
い
る
市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
東

京
圏
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
な

く
な
る
こ
と
に
は
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま

す
。
市
と
し
ま
し
て
も
、
再
送
信
同
意
を
得

ら
れ
る
よ
う
東
京
圏
放
送
局
各
局
へ
の
働
き

か
け
に
最
善
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
す
る
取
り
組
み

現
在
建
設
中
の
U
B
C
社
屋

▼

上
野
原
市
の
地
元
企
業
が
中
心
と
な
り
設

立
し
た『
株
式
会
社
上
野
原
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）』に
、

上
野
原
市
が
出
資
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成

18
年
3
月
末
、
第
三
セ
ク
タ
ー（
＊
）と
し
て

運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

運
営
会
社
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
て

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

い
つ
整
備
す
る
の
？

市
内
全
世
帯
を
光
フ
ァ
イ
バ
網
で
結
び
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
や
告
知
放

送
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。（
広
報
う
え
の
は
ら
平

成
18
年
4
月
号
3
ペ
ー
ジ
参
照
）

現
在
、
市
の
計
画
で
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
段
階
的
に
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
整
備
を
開
始

し
、
平
成
19
年
度
中
に
す
べ
て
の
ご
家
庭
ま

で
の
整
備
を
完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。ど

ん
な
工
事
な
の
？

電
柱
等
を
利
用
し
て
施
工
さ
れ
た
光
フ
ァ

イ
バ
幹
線
よ
り
分
岐
し
た
線
を
、
各
ご
家
庭

広報うえのはら　No.16  6



報奨率

30％

第３期

20％

10％

0％

7 広報うえのはら　平成18年6月号　　　　　

受益者負担金一括納付のオススメ

受益者負担金については、4月号・5月号でお知らせしているとおりです。今回は、受益者
負担金の一括納付についてお知らせします。一括納付の場合は、次のとおり報奨金が交付さ
れます。

◎賦課通知後の第１回目納期で全額を一括納付した場合　　報奨率30％
◎残り２年分以上を一括納付した場合　　　　　　　　　　報奨率20％
◎残り１年分以上を一括納付した場合　　　　　　　　　　報奨率10％
◎年度一括納付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報奨率10％

※一括納付の他に、分割納付の方法もあります。
分割納付は最長３年間で、１２回に分けて納付できます。

納期が到来していない負担金を一括納付する場合は、一括納
付の期数に応じた率によって計算した額の報奨金が交付されま
す。
また、年度途中で一括納付などによって、支払方法が変更に

なる場合は、納付書の変更が必要になりますので、その際は下
水道課までお問い合わせください。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務
担
当

（
蕁
62
│

3
1
4
5
）

下
水
道
の
は
な
し

一括納付報奨金交付率

全額一括納付報奨率（30％）による金額

一括納付する場合の報奨金

《一括納付した場合の例》
水道メーター口径20袢以下の受益者負担金を最初の納期に一括納付した場合

負担金額　　　 報奨金
135,000円　－　40,500円　＝　94,500円

区分

1年目

2年目

3年目

第１期

30％

20％

10％

第２期

20％

10％

0％

第４期

20％

10％

0％

水道加入口径

20袢以下

25袢～30袢

40袢～50袢

75袢以上

金額

135,000円

285,000円

940,000円

2,840,000円

報奨金額

40,500円

85,500円

282,000円

852,000円

差引納付金額

94,500円

199,500円

658,000円

1,988,000円
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上
野
原
市
で
は
、
木
造
一
般
住
宅
の
耐
震

診
断
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
「
東
海

地
震
」「
南
関
東
直
下
型
地
震
」「
活
断
層
地

震
」
に
対
し
て
、
わ
が
家
の
耐
震
性
を
知
り

耐
震
化
を
促
進
す
る
目
的
で
、
市
が
国
お
よ

び
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
行
い
ま
す
。

●
対
象
建
築
物
（
次
の
各
項
目
す
べ
て
に
該

当
す
る
も
の
が
対
象
で
す
。）

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
所
有
し
、
居
住

し
て
い
る
こ
と
。（
複
数
の
住
宅
お
よ
び

複
数
棟
の
住
宅
の
所
有
者
に
つ
い
て
は
、

主
に
居
住
の
用
に
供
し
て
い
る
1
棟
）

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
手
さ
れ
た

住
宅

・
木
造
で
在
来
工
法
（
軸
組
工
法
・
伝
統
工

法
）
で
建
築
さ
れ
た
住
宅

※
軸
組
工
法
と
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
の

上
に
土
台
を
置
き
、
そ
れ
に
柱
と
梁
を
組

み
合
わ
せ
て
建
築
す
る
工
法

※
伝
統
工
法
と
は
、
梁
や
柱
を
加
工
し
て
木

を
お
互
い
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り

骨
組
み
を
構
成
し
、
金
物
は
ほ
と
ん
ど
使

用
せ
ず
楔
（
く
さ
び
）、
込
み
栓
な
ど
で

固
定
す
る
工
法

・
2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積
3
0
0
裃

以
下

（
注
）
農
家
等
で
、
2
・
3
階
を
蚕
室
用

と
し
て
建
築
し
た
建
物
で
下
2
階
、
上
2

階
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
3
階
建
て
と

な
り
対
象
外
で
す
。

・
専
用
住
宅
、
ま
た
は
併
用
住
宅
（
併
用
住

宅
の
場
合
、
住
宅
部
分
が
延
べ
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
と
し
使
用
さ
れ
て

い
る
住
宅
）

・
戸
建
住
宅
で
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外

の
も
の

●
診
断
費
用

耐
震
診
断
費
用
は
、
市
が
負
担
し
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
診
断
の
結
果
、
精
密
診
断
、

補
強
工
事
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
各

自
の
負
担
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
診
断
者

市
が
委
託
し
た
山
梨
県
木
造
住
宅
耐
震
診

断
技
術
者
が
、
診
断
を
行
い
ま
す
。

※
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意

上
野
原
市
で
は
、
木
造
耐
震
診
断
の
申
し

込
み
を
受
け
た
後
に
、
実
施
す
る
方
に
派

遣
す
る
診
断
技
術
者
名
を
通
知
し
ま
す
。

市
で
委
託
し
た
事
業
以
外
の
建
設
業
者
な

ど
に
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
補
強
工
事
の

あ
っ
せ
ん
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
調
査
内
容
等

①
診
断
は
、
山
梨
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
行
う
簡
易
の
診
断
で

す
。

②
調
査
は
、
目
視
調
査
を
主
と
し
ま
す
の
で

破
壊
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
耐

震
診
断
技
術
者
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場

合
は
、
申
込
者
の
承
諾
を
得
て
必
要
最
小

限
の
破
壊
調
査
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
復
旧
費
用
は
申
込
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

③
建
築
確
認
申
請
図
書
ま
た
は
住
宅
金
融
公

庫
借
り
入
れ
時
の
書
類
が
あ
る
場
合
は
、

提
示
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
耐
震
診
断
者
が
室
内
に
入
り
、
間
取
り
と

寸
法
を
調
べ
ま
す
。
間
取
り
図
が
な
い
場

合
は
、
耐
震
診
断
技
術
者
が
診
断
に
必
要

な
簡
単
な
間
取
り
図
を
作
成
し
ま
す
。

⑤
筋
か
い
の
有
無
、
柱
、
土
台
お
よ
び
基
礎

の
状
況
を
調
べ
る
た
め
、
床
下
や
天
井
の

点
検
口
な
ど
か
ら
覗
き
、
可
能
な
範
囲
で

調
査
を
行
い
ま
す
。

⑥
過
去
の
被
害
状
況
（
火
災
、
地
震
お
よ
び

積
雪
に
よ
る
被
害
）、
増
・
改
築
、
ま
た

地
盤
の
様
子
を
お
聞
き
し
ま
す
。

●
診
断
結
果

①
現
地
で
調
査
し
た
内
容
を
基
に
診
断
結
果

を
ま
と
め
、
山
梨
県
建
築
士
事
務
所
協
会

員
で
組
織
す
る
耐
震
判
定
会
が
、
診
断
結

果
の
内
容
を
審
査
し
ま
す
。

そ
の
後
、
耐
震
診
断
報
告
書
を
市
よ
り
申

込
者
に
お
送
り
し
ま
す
。

②
診
断
結
果
に
つ
い
て
の
質
問
は
、
耐
震
診

断
技
術
者
の
営
業
時
間
内
で
お
願
い
し
ま

す
。

●
申
込
期
間

6
月
12
日（
月
）〜
7
月
31
日（
月
）の
午
前

9
時
〜
午
後
5
時（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。）

●
募
集
戸
数

20
戸（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。）

●
診
断
実
施

平
成
18
年
10
月
頃
か
ら
の
予
定

●
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
建
設
課

計
画
担
当
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
用
紙
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
お
よ
び

各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
上
野
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

http
://w

w
w
.city.ueno

hara.yam
anas

hi.jp
/

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
計
画
担
当（
蕁
62
―

3
1
2
3
）

木
造
一
般
住
宅
の
耐
震
診
断

20
戸
を
募
集
し
ま
す
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住宅用火災警報器はどこに設置しなければならないの?

市
で
は
、
平
成
19
年
上
野
原
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
の
掲
載
作
品
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま

す
。

●
募
集
作
品

上
野
原
市
内
の
自
然
、
景
勝

地
、
祭
、
行
事
等
の
写
真
ま
た
は
絵
画

●
応
募
規
定

・
作
品
は
、
カ
ラ
ー
で
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

・
写
真
は
6
つ
切
り
横
サ
イ
ズ
ま
た
は
4
つ

切
り
横
サ
イ
ズ（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
可
）、
絵

画
は
Ｂ
4
横
サ
イ
ズ
と
し
ま
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
作
品
可（
た
だ
し
、

画
像
加
工
し
た
作
品
は
不
可
）と
し
ま
す
。

・
個
人
を
特
定
で
き
る
写
真
を
応
募
す
る
場

合
は
、肖
像
権
等
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
点
数
は
1
応
募
者
に
つ
き
5
点
ま
で

と
し
ま
す
。

※
採
用
作
品
の
権
利
は
、上
野
原
市
に
属
し
、

採
用
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
作
品
は
、
市
役
所
で
審
査
の
う
え
、

採
用
作
品
は
平
成
19
年
上
野
原
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
に
掲
載
し
ま
す
。（
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。）
な
お
、
応

募
さ
れ
た
方
全
員
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

●
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
企
画
課
計
画
推
進
担
当
ま
で
郵

送
ま
た
は
、
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

http
://w

w
w
.city.uenohara.yam

anas

hi.jp
/

●
応
募
期
間

8
月
1
日（
火
）〜
9
月
14
日

（
木
）

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
計
画
推
進

担
当（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

▲平成18年上野原市民カレンダー

平
成
19
年
上
野
原
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
作
品
募
集

消
防
法
お
よ
び
上
野
原
市
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
用
防
災
機
器（
住
宅
用
火
災
警

報
器
）、
住
宅
用
防
災
報
知
設
備（
住
宅
用
自
動
火
災
報
知
設
備
）の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。住

宅
用
火
災
警
報
器
は
原
則
と
し
て
、
寝
室
と
寝
室
が
あ
る
階（
寝
室
が
避
難
階
と
な
る
階
に

あ
る
場
合
は
除
く
。）の
階
段
に
は
、
必
ず
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

取り付けが義務付けられている場所・・寝室・階段（寝室が避難階と
なる階にある場合を除く）

取り付けをおすすめする場所・・台所・全ての居室

●問い合わせ
消防本部消防課予防担当（蕁62－4111）

火災警報器は、天井や壁に取り
付けることができます。

適用時期
新築住宅　平成18年6月1日～
既存住宅　平成23年6月1日～

設置例

2階建てで2階に寝室・居室がある場合 2階建てで1階に寝室・居室がある場合

イ
ラ
ス
ト
出
典
　
住
宅
防
火
対
策
推
進
協
議
会
・
財
団
法
人
日
本
消
防
設

備
安
全
セ
ン
タ
ー
制
作
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り

6
月
1
日
か
ら
住
宅
用
防
災
（
火
災
）

警
報
器
等
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す



採用予定
人　　員

26名程度

2名程度

2名程度
18名程度
2名程度
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少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
は
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
少
子
化
の
要
因
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
晩
婚
や
非
婚
化
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら

の
対
策
と
し
て
結
婚
相
談
員
を
委

嘱
し
、
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

「
身
近
に
結
婚
に
つ
い
て
相
談

で
き
る
人
が
い
な
い
方
」、「
誰
に

相
談
し
て
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い

方
」
・
・
・
。
信
頼
の
で
き
る
相

談
員
が
、
結
婚
を
希
望
す
る
方
の

相
談
に
応
じ
た
り
、
交
流
の
場
を

提
供
し
た
り
と
、
カ
ッ
プ
ル
誕
生

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

各
地
域
に
相
談
員
が
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
全
て
の
相
談
に

お
け
る
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
相
談
所
へ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
イ
ー

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

市
結
婚
相
談
所
で
は
、「
素
敵

な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
！
」
を
合
言
葉
に
、
出
会

い
の
場
を
創
出
す
る
『
ふ
れ
あ
い

パ
ー
テ
イ
ー
』
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

今
年
度
は
、
2
回
開
催
す
る
予

定
で
す
。
初
回
は
、
上
野
原
市
の

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
お
互
い
を

知
っ
て
い
た
だ
く
出
会
い
の
場
を

創
出
し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
日
時

7
月
2
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
6
時
（
予
定
）

●
場
所

ゆ
ず
り
は
ら
青
少
年
自

然
の
里
（
棡
原
地
区
）

●
内
容

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど

●
参
加
資
格

25
歳
以
上
の
独
身

男
性
・
女
性
（
再
婚
可
）

●
会
費

男
性
1
0
0
0
0
円

女
性
　
3
0
0
0
円

●
申
込
み
締
切

6
月
21
日（
水
）

●
募
集
人
数

男
女
と
も
先
着
30

名
※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
申
込

者
あ
て
に
連
絡
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
結
婚

相
談
所（
蕁
蕭
63
―

3
8
0
0
、

毎
週
日
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
3
時
）
ま
た
は
福
祉
課
福
祉

総
務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

●
申
込
み
　
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

職
業
⑤
連
絡
先
⑥
初
・
再
婚
⑦

趣
味
⑧
自
己
Ｐ
Ｒ
を
明
記
の
う

え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
話
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

〒
4
0
9
―

0
1
9
2
上
野
原

市
上
野
原
3
8
3
2
福
祉
課
福

祉
総
務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1

5
・
蕭
30
―

2
0
4
1
）

素
敵
な
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

《
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
イ
ー
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
》

昨
年
の
「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ

ー
」
の
様
子
で
す
。
当
日
は
、

男
性
17
人
・
女
性
27
人
の
参
加

が
あ
り
、
11
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
ま
し
た
。

山
梨
県
警
察
で
は
個
人
の
生

命
、
身
体
お
よ
び
財
産
の
保
護
、

犯
罪
の
予
防
・
鎮
圧
お
よ
び
捜

査
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
交
通
取
締
、

そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維

持
の
任
務
に
従
事
す
る
職
員
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

※
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人

員
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
各
試
験
案
内
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※
試
験
職
種
に
よ
り
受
験
資
格
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
各

試
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
警
察
本

部
警
務
部
警
務
課
人
事
担
当

（
蕁
0
5
5
│

2
3
5
│

2
1
2

1（
代
）内
線
2
6
3
2
・
2
6

3
3
・
2
6
3
4
）
採
用
専
用

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
薔
0
1
２

０
│

3
1
4
8
7
4
）
上
野
原

警
察
署（
蕁
63
―

0
1
1
0
）

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
蕁
0
5
5
│

2
2
3
│

1
8
2

1
）
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.j
p/police
山
梨
県
警
察
官
募
集
案
内

警察官Ａ

警察官Ｂ

平成19年
4月採用

（第2回目）

平成19年
4月採用

男性
男性

/武道指導
女性
男性
女性

試験案内・
申込書配布
開始日

7月7日（金）

受付期間
【インターネット

受付締切日】

7月26日（水）
～

8月25日（金）

【8月18日（金）】

第1次試験日

9月17日（日）

最終合格
発表日

12月1日（金）

試験の区分・試験職種

気軽に
申し込んでね！
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男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.3

《男女共同参画推進委員会の中に【家庭】【職場】【地域】
の3つの部会があり、上野原スマイルプランの実現に向
けて取り組んでいます。》

【ある家庭での会話】
「おい、お母さんはまだ、帰らないのか？」

「まだだよ。腹へったなー。お母さんいつまで何して

んだよ。」

「お母さんったら連絡ぐらいしてくれたらいいの

に！」

「お前たち、何か作れないのか。」

「私、明日、試験なのにそんなヒマないわよ！」

「お前、女のくせに食事の支度ぐらいできないのか？」

「うるさいなあー」

「ただいまー。あー疲れた！」

「何してんだ、遅くなるなら電話ぐらいしろよな！」

「そうだよー腹へったー。」

「おなかぺこぺこ！明日、試験なのに～。」

「あなたたち、いい加減にしてよ！いつもより少し遅

くなっただけなのに次から次へと、よくそんな言葉

が出てくるわね！少しは私のことも考えてよ！自分

たちでできることがあるでしょ！お父さんだってた

まに早く帰ってるんだったら台所に少しは立ってく

れていいんじゃないの？お腹すいてるのは、みんな

一緒でしょ！」

みなさん、いかがですか？
このような会話はどこの家庭でもよくあるものだと思
います。しかし、こうしてよく見てみると、何かおかし
いと感じませんか？食べることは人間として当たり前の
活動です。食事を用意することを、誰もが当たり前にで
きるようになりたいものですね。
家庭部会では互いを認め合い、思いやる家族づくり、
家庭づくりを提案しています。
(上野原市男女共同参画推進委員会)

●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

第1次試験

9月24日（男子）
9月25日（女子）

9月16日

9月23日

11月4日～5日

10月15日

願書受付期間

8月1日～9月8日

9月8日～29日

一
般

9月5日～7日

9月8日～29日

9月23日～24日

11月11日～12日

募集種目

2等陸・海・空士

曹候補士
（陸・海・空）

一般曹候補学生
（陸・海・空）

航空学生
（海・空）

防衛大学校学生

防衛医科大学校学生

看護学生

区　分

資格

18歳以上
27歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者

18歳以上
24歳未満の者

高卒（見込）
21歳未満の者

高卒（見込）
21歳未満の者

高卒（見込）
21歳未満の者

高卒（見込）
24歳未満の者

概　要

陸上は2年、海上・航空
は3年を1任期として任用
（以降2年を1任期）
入隊後3年経過以降選考
により3等陸・海・空曹
へ

教育期間約2年終了後
3等陸・海・空曹

飛行機・ヘリコプターの
パイロット養成コース
入隊後6年で幹部昇任
修学年限4年
卒業後1年で幹部自衛官
に昇任
修学年限6年
医師免許取得後は幹部自
衛官に昇任
修学年限3年
看護師免許取得後2等陸
曹に昇任

推
薦

平成18年度自衛官等募集案内

URL http://www.yamanashi.plo.jda.go.jp i-mode:www.yamanashi.plo.jda.go.jp/i/index.htm

Eーmail:hq1@yamanashi.plo.jda.go.jp

自衛隊山梨地方連絡部大月募集事務所　蕁22ー1298

自衛隊山梨地方連絡部本部　　　　　　蕁055ー253ー1591（代）問い合わせ
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フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル

（
古
着
回
収
）
の
お
知
ら
せ

う
え
の
は
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の
会

で
は
、
第
25
回
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ

イ
ク
ル（
古
着
回
収
）を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
今
回
か
ら
秋
冬

物
衣
類
の
回
収
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
開
催
日

6
月
3
日（
土
）

●
時
間

午
前
8
時
〜
9
時

●
場
所

市
役
所
前
駐
車
場

※
雨
天
中
止（
小
雨
の
場
合
に
は

開
催
し
ま
す
。）

●
回
収
可
能
な
も
の

①
幼
児
・
子
ど
も
衣
類
全
般

②
女
性
の
肌
着
・
体
型
を
整
え
る

衣
料
品
等

③
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
Ｙ
シ
ャ
ツ
・
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
・
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
・
ブ

ラ
ウ
ス
等

④
ズ
ボ
ン
類
全
般
・
短
パ
ン
等

⑤
カ
ー
テ
ン
・
毛
布
・
シ
ー
ツ
等

⑥
タ
オ
ル
・
ハ
ン
カ
チ
・
ス
カ
ー

フ
等

⑦
着
物
・
浴
衣
・
帯
等

⑧
そ
の
他
の
木
綿
製
品
等

⑨
背
広
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
ブ
ル
ゾ

ン
等

⑩
秋
冬
物
・
皮
革
衣
類
等

●
回
収
不
能
な
も
の

①
ビ
ニ
ー
ル
製
の
物

②
手
袋
・
靴
下
・
布
団
等

③
裁
断
く
ず
・
糸
く
ず
・
綿
等

④
汚
れ
や
破
れ
の
あ
る
物（
ジ
ー

ン
ズ
の
破
れ
等
）

⑤
洗
濯
し
て
な
い
物

※
古
着
を
入
れ
る
袋
は
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
で
あ
れ
ば
黒
色
で
も
使
用

で
き
ま
す
。
な
お
、
紙
袋
は
運

搬
す
る
と
き
な
ど
に
破
れ
て
中

身
を
落
と
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
当
日
に
参
加
で
き
な
い
場
合
に

は
、
随
時
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
も
古
着
を
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
。

平
成
17
年
度
の
ご
み
量

平
成
17
年
度
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
の
総

量
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
搬
入
ご
み
量

約
1
万
1
5
2

0
ト
ン（
前
年
度
約
1
万
1
5

3
2
ト
ン
）

※
標
準
的
な
ご
み
収
集
車
は
、

約
2
ト
ン
積
載
で
き
ま
す
。

《
ご
み
の
内
訳
》

①
可
燃
類

約
9
7
2
7
ト
ン

（
前
年
度
約
9
6
8
0
ト
ン
）

②
鉄
類

約
3
6
0
ト
ン（
前
年

度
約
4
3
7
ト
ン
）

③
ビ
ン
類

約
4
8
7
ト
ン（
前

年
度
約
5
2
3
ト
ン
）

④
紙
類

約
5
9
1
ト
ン（
前
年

度
約
5
7
0
ト
ン
）

⑤
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
類

約
36
ト

ン（
前
年
度
約
24
ト
ン
）

⑥
粗
大
ご
み

約
2
9
1
ト
ン

（
前
年
度
約
2
7
2
ト
ン
）

⑦
不
法
投
棄

約
28
ト
ン（
前
年

度
約
26
ト
ン
）

●
再
資
源
化
量

約
1
4
7
0

ト
ン（
前
年
度
約
1
5
3
4
ト

ン
）

●
最
終
処
分
量

約
1
8
9
7

ト
ン（
前
年
度
約
1
9
7
3
ト

ン
）

こ
こ
数
年
の
ご
み
の
総
量
は
、

人
口
の
減
少
に
伴
い
、
微
減
に

な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
と
し
て

は
、
可
燃
類
や
粗
大
ご
み
が
増

加
し
、
再
生
可
能
な
鉄
類
や
ビ

ン
類
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
に
、
一
層
の
最
終
処
分

量（
市
外
で
埋
立
て
ら
れ
る
ご
み
）

の
削
減
と
資
源
化
率
の
向
上
が

必
要
で
す
。
み
な
さ
ん
に
は
、

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
と
分
別

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー（
蕁
63
―

5
3
5
3
）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

6
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

食
育
基
本
法
が
平
成
17
年
6
月

に
成
立
し
、
今
年
か
ら
6
月
は

「
食
育
月
間
」と
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
の
法
律
が
作
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

私
た
ち
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

「
食
」
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
を

日
頃
か
ら
気
に
し
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た

食
事
や
不
規
則
な
食
事
に
よ
っ

て
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病（
が
ん
、

糖
尿
病
）等
が
増
加
し
、
も
は
や

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し

て
で
は
な
く
、
社
会
全
体
の
問
題

と
し
て
捉
え
、
そ
の
対
策
と
し
て

食
育
を
推
進
す
る
た
め
の
法
律
が

で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」

食
べ
た
ら
良
い
か
、
わ
か
り
や
す

く
示
し
た
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
保
健

所
で
は
外
食
産
業
や
小
売
業
等
と

連
携
し
、
食
育
と
食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
の
普
及
に
努
め
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
地
域
保
健
課

（
蕁
０
５
５
５
―

24
―

９
０
３
５
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体（
エ
イ
ズ
）

即
日
検
査

こ
れ
ま
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

の
結
果
が
出
る
ま
で
に
、
一
週
間

程
度
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
、
採
血
後
一
時
間
以
内

で
結
果
を
お
渡
し
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
希
望
の
あ
る
方
に
は
ク

ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
、
梅
毒
検
査
と
い

っ
た
性
感
染
症
検
査
も
同
時
検
査

可
能
で
す
。

相
談
検
査
に
つ
い
て
は
匿
名
・

無
料
で
す
が
事
前
に
電
話
に
よ
る

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
検
査
受
付
時
間

月
〜
金
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
は
感
染
の
心

配
や
不
安
の
あ
っ
た
時
か
ら
３

カ
月
経
過
し
て
い
な
い
と
確
実

な
結
果
が
出
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
・
検
査
受
付

地
域
保
健
課（
蕁
０
５
５
５
―

24

―

９
０
３
５
）

伝
　
　
言
　
　
板
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★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★乳幼児健診（6/1～7/10までの予定）
《上野原会場》

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※対象児にはお知らせを郵送します。

《秋山会場》

※健診ごとに受付時間が異なりますので、対象児
への個別通知にてお知らせします。

★歯周疾患検診
◎対 象 者　生活習慣病予防健診または1日人間ド

ック受診者で歯周疾患検診を希望さ
れた方

◎場　　所　市内の指定歯科医院
◎検 診 料　800円

★献血にご協力を
◎日　　時 6月7日（水）午前10：00～正午
◎場　　所 市役所秋山支所前
◎内　　容 200裨、400裨、成分献血

★１日人間ドック
◎対 象 者 市内に住民票のある35歳以上の方

（今年度中に35歳になる方も含む）
◎検 診 料 自己負担金　8,000円（昼食代含む・

オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は9,700円（子
宮がん1,000円・乳がん700円）

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。
※平成18年4月1日の介護保険制度改正に伴い、健
康な高齢者を対象に介護予防を目的とした地域
支援事業が実施されています。
これに伴い、65歳以上で人間ドックを受診され
る方に「基本チェックリスト」問診票を同封さ
せていただきます。当てはまる項目に印をつけ、
受診日当日ご持参ください。（厚生連・クアハウ
ス石和実施分のみ）

※4月1日からしばらくの間、上野原市立病院での
人間ドックは休止となっています。ご了承くだ
さい。（連絡先蕁62－5121）

★すこやか健康相談（6/1～7/10までの予定）

◎対 象 者 市内にお住まいの方で、生活習慣病
予防健診や人間ドック受診者の中で
糖尿病が気になる方および健康相談
を希望の方

◎内　　容 血圧測定、血糖値測定、尿検査、体
重測定、体脂肪測定等

◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交付します。）
筆記用具

◎注　　意 血糖値検査では空腹時の血糖を測定
しますので、当日の朝食はなるべく
食べないようにしてください。（湯茶
は可）

※秋山地区の健康相談では、母子健康手帳交付、
妊婦・乳幼児相談も行います。

※保健センターでの糖尿病が気になる方の健康相
談を希望される方は、電話等で前日までにご連
絡ください。

持　ち　物

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
歯ブラシ・問診票

母子健康手帳・歯ブラシ
コップ・問診票・早朝尿

母子健康手帳
歯ブラシ・問診票

3～4
か月児

9～10
か月児

1 歳
6か月児

3 歳 児

2 歳 児
歯 科

該当児
平成18年
2月・3月
上旬生
平成17年
8月下旬・
9月生
平成16年
10月下旬・
11月生
平成15年
2月下旬・
3月生
平成16年
4月下旬・
5月生

実施日

6月27日
（火）

7月4日
（火）

6月9日
（金）

6月23日
（金）

6月13日
（火） 実施日

6月 9日（金）

6月14日（水）
6月16日（金）

時　　　間
午前 9：00～ 10：00
糖尿病が気になる方
午前10：00～11：00
一般健康相談
午前 9：30～ 11：00
午前 9：30～ 11：00

場　　　所
保健センター

秋 山 支 所
西 原 支 所

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

送迎
一部あり

一部あり

なし

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

持　ち　物
母子健康手帳
バスタオル・問診票
早朝尿（3歳児のみ）

乳幼児
健診

該当児

通知
します

実施日

6月28日
（水）



者
が
多
く
事
故
等
の
危
険
性
が

あ
る
場
合
、
入
場
を
制
限
し
た

り
、
お
断
り
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い

ま
す
。

ま
た
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

水
泳
キ
ャ
ッ
プ
の
着
用
、
小
学

校
２
年
生
以
下
の
方
に
つ
い
て

は
、
大
人
の
付
き
添
い
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

《
無
料
開
放
予
定
月
日
》

7
月
1
日
、
8
日
、
15
日
、
22

日
、
29
日
、
8
月
5
日
、
12
日
、

19
日
、
26
日
　
計
9
日
間

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
市
民
プ
ー
ル（
蕁
63
―

6
0
7
0
）

学
校
見
学
会
・
教
育
相
談
の

お
知
ら
せ

山
梨
県
立
や
ま
び
こ
養
護
学
校

で
は
、
次
の
と
お
り
学
校
見
学
会

（
授
業
参
観
な
ど
の
校
内
の
見
学
）

お
よ
び
教
育
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

●
日
時

6
月
14
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
1
時
25
分
〜

2
時
25
分

●
場
所

や
ま
び
こ
養
護
学
校

（
大
月
市
富
浜
町
宮
谷
1
4
9

7
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

や
ま

び
こ
養
護
学
校
特
別
支
援
教
育

●
利
用
料

4
名
ま
で
無
料（
食

事
代
等
は
利
用
者
負
担
と
な
り

ま
す
。）

●
受
付
日
時
　
6
月
20
日（
火
）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時

●
受
付
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2

階
会
議
室
2

※
希
望
者
は
印
鑑
を
持
参
し
、
本

人
ま
た
は
家
族
の
方
が
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
1
日
2
組
計
30
組
を
超

え
た
場
合
は
、
午
後
2
時
か
ら

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

6
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

市
教
育
委
員
会
で
は
月
2
回
も

み
じ
ホ
ー
ル
の
一
室
を「
子
育
て

プ
レ
イ
ル
ー
ム
」と
し
て
開
放
し

て
い
ま
す
。
親
子
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
、
情
報
交
換
の
場
所
と

し
て
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

6
月
14
日（
水
）・
28
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

希
望
者
は
あ
ら
か

じ
め
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
一
度
申
し
込

み
を
さ
れ
た
方
は
、
再
度
申
し

込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│
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地
球
温
暖
化
防
止
の

取
り
組
み

上
野
原
市
役
所
で
は
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
取
り
組
み
と
し
て
、

6
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の

間
、
冷
房
の
使
用
を
極
力
抑
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
職
員
は
ネ
ク
タ

イ
を
着
用
し
な
い
で
執
務
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

「
海
の
家
」を
開
設

6
月
20
日
に
受
付

市
で
は
、「
上
野
原
市
海
の
家
」

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

●
開
設
場
所

静
岡
県
沼
津
市
戸

田
御
浜
海
水
浴
場
　
民
宿「
い

り
え
」

●
開
設
期
間

7
月
22
日（
土
）

〜
8
月
5
日（
土
）の
15
日
間

●
利
用
資
格

市
内
在
住
・
在
勤

者

推
進
部（
蕁
23
│

1
9
4
3
）

市
防
災
指
導
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

自
主
防
災
組
織
の
育
成
お
よ
び

防
災
対
策
を
推
進
す
る
上
野
原
市

防
災
指
導
員
に
、
次
の
21
人
の
方

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
大
目

岡
部
道
吉
、
米
山
善
夫

●
甲
東

和
智
和
夫
、
尾
形
光
良

●
巌

川
島
秀
夫
、
飯
島
良
雄
、

水
越
裕
明

●
大
鶴

大
隅
進
、
中
村
照
人

●
島
田

足
立
一
男
、
平
本
茂

●
上
野
原

東
山
智
、
橋
本
雅
美
、

山
崎
哲
司
、
山
崎
準
一

●
棡
原

秦
野
義
輝
、
伊
藤
重
雄

●
西
原

淺
倉
孝
義
、
橋
本
正
博

●
秋
山

関
戸
正
文
、
佐
藤
美
治

交
通
指
導
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

街
頭
な
ど
で
交
通
安
全
を
推
進

す
る
山
梨
県
・
上
野
原
市
交
通
指

導
員
に
、
次
の
8
人
の
方
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。（

敬
称
略
・
順
不
同
）

●
山
崎
邦
治
、
池
田
美
知
子
、

佐
々
木
次
郎
、
中
村
勉
、
澁
谷

文
子
、
志
村
梅
造
、
小
俣
慎
之

助
、
安
留
紀
久
子

3
4
0
9
）

借
金
問
題
で
困
っ
て
い
る
方

の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

山
梨
県
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
借
金

問
題
・
成
年
後
見
で
困
っ
て
い
る

方
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

（
要
予
約
）

●
日
時

6
月
10
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時

●
場
所

富
士
吉
田
市
民
会
館

（
富
士
急
行
線
月
江
寺
駅
下
車

徒
歩
3
分
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
（
蕁
0
5
5
│

2
5
3
│

2
3

7
6
）

市
民
プ
ー
ル
か
ら
お
知
ら
せ

市
民
プ
ー
ル
で
は
、
子
ど
も
用

プ
ー
ル
の
営
業
を
7
月
1
日（
土
）

か
ら
8
月
31
日（
木
）ま
で
実
施
し

ま
す
。

な
お
、
学
校
週
5
日
制
に
伴
う
、

土
曜
日
の
子
ど
も
用
プ
ー
ル
の
無

料
開
放
は
、
子
ど
も
用
プ
ー
ル
営

業
期
間
中
の
土
曜
日
に
例
年
ど
お

り
実
施
し
ま
す
。

※
無
料
開
放
に
つ
い
て
は
、
利
用



間
と
助
け
合
う
楽
し
さ
や
大
切

さ
を
学
び
、
互
い
に
友
情
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
日
時

8
月
19
日（
土
）〜
24
日

（
木
）5
泊
6
日

●
参
加
条
件

①
小
学
校
3
年
生
〜
6
年
生

②
ル
ー
ル
を
守
り
、
仲
間
を
大

切
に
す
る
青
少
年

●
参
加
費

東
京
羽
田
空
港
発

9
万
5
千
円
（
羽
田
空
港
ま
で

の
交
通
費
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。）

●
定
員

50
名（
先
着
順
受
付
と

な
り
ま
す
。）

●
体
験
場
所

鹿
児
島
県
大
島
郡

一
、
近
藤
久
生

●
沢
松

折
原
孝
、
井
上
篤
洋
、

井
上
秀
喜

●
大
鶴

浅
田
英
一
、
中
村
泰
典
、

佐
藤
孝
義

●
島
田

岡
田
昌
己
、
安
藤
政
司
、

古
屋
厚

●
東
部

小
岱
成
太
郎
、
白
鳥
芳

方
、
岡
部
孝
、
東
山
洋
昭
、
荒

井
文
男
、
星
野
正
一

●
中
部

鷹
取
光
正
、
柴
田
喜
清
、

楢
島
俊
一

●
西
部

守
屋
實
、
水
越
清
、
岡

部
誠

●
棡
原

鷹
取
守
、
吉
村
秀
昭
、

和
田
栄

●
西
原

古
家
広
一
、
舩
木
孝
春

●
秋
山

佐
藤
均
、
佐
藤
裕
一
、

原
田
文
靖

「
ち
び
っ
子
体
験
学
習
i
n

奄
美
大
島
」
参
加
者
募
集

鹿
児
島
県
宇
検
村
シ
マ
時
間
体

験
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り

ち
び
っ
子
体
験
学
習
i
n
奄
美
大

島
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
目
的

雄
大
な
自
然
の
中
で
、

都
会
や
内
陸
に
住
む
子
ど
も
た

ち
が
な
か
な
か
味
わ
う
こ
と
が

で
き
な
い
経
験
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
然
の
恵
み
や
全
国
か

ら
集
ま
る
見
知
ら
ぬ
仲
間
た
ち

と
の
生
活
を
通
じ
て
規
律
や
仲

れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
大
目

安
藤
隆
、
岡
部
武
光

●
甲
東

中
村
哲
雄
、
和
智
信
勝
、

溝
呂
木
光
人

●
四
方
津

岡
本
明
雄
、
坂
本
真

市
青
少
年
育
成
推
進
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
推
進

す
る
上
野
原
市
青
少
年
育
成
推
進

員
に
、
次
の
37
人
の
方
が
委
嘱
さ

15 広報うえのはら　平成18年6月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

ふれあい福祉相談

特 設 人 権 相 談

子供のいじめ相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

8日（要予約　　62ー3115） 市老人福祉センター

市老人福祉センター
63-3444

奈良貞夫さん宅
63-1029

もみじホール相談室

もみじホール
会議室１

もみじホール3階
会議室8

織物工業協同組合

午前  10：30 ～ 午後 3：00
毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
1日
午前 10：00 ～ 　　正　午
毎日
午後 6：00 ～ 午後 9：00

8日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

6月の相談日

63-5700
0120-28-7830

午前 10：00 ～ 午後 3：00
20日

19日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

もみじホール3階
秋山公民館

市役所会議室A
秋山公民館

　 　

宇
検
村
内

※
奄
美
大
島
は
沖
縄
、
佐
渡
島
に

つ
ぐ
3
番
目
に
大
き
い
有
人
島

で
す
。
島
は
鹿
児
島
と
沖
縄
の

ち
ょ
う
ど
中
間
に
あ
り
、
宇
検

村
は
奄
美
大
島
の
南
西
部
に
位

置
す
る
人
口
2
千
人
余
り
の
自

然
豊
か
な
小
さ
な
村
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

宇
検
村
シ
マ
時

間
体
験
セ
ン
タ
ー
〒
8
9
4
│

3
3
0
1
鹿
児
島
県
大
島
郡
宇

検
村
湯
湾
9
│

1（
蕁
蕭
0
9
9

7
│

67
│

2
9
0
9
）

U
RL
http://w

w
w
.uken.net/

※
問
い
合
わ
せ
は
月
〜
金
曜
日
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
ま
で

春 の 叙 勲

瑞
宝
双
光
章

米
山
全
龍
さ
ん

上
野
原
地
区
に
お
住
ま
い
の
米
山
全

龍
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
か
ら
約
40
年
に

わ
た
り
保
護
司
と
し
て
保
護
観
察
対
象

者
の
更
生
保
護
活
動
に
貢
献
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

保
護
司
の
活
動
の
中
で
「
人
間
そ
の

も
の
に
は
悪
い
人
は
い
な
い
。」
と
思
い

出
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
受

章
に
あ
た
り「
周
囲
の
方
や
家
族
の
協
力

に
感
謝
し
た
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章
　
杉
本
満
男
さ
ん

上
野
原
地
区
に
お
住
ま
い
の
杉
本
満

男
さ
ん
は
、
昭
和
24
年
か
ら
上
野
原
簡

裁
や
甲
府
地
裁
都
留
支
部
な
ど
で
書
記

官
、
事
務
官
な
ど
を
務
め
、
ま
た
、
昭

和
63
年
か
ら
旧
上
野
原
町
の
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
に
就
任
し
、
公
正
な
選

挙
運
営
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
に
あ
た
り
、「
支
え
て
く
れ
た
大

勢
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。



な
お
、
受
付
時
間
は
、
平
日
の

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

帝
京

科
学
大
学
総
務
課（
蕁
63
―

6
9

1
1
）

法
務
局
な
ん
で
も

無
料
相
談
所
の
お
知
ら
せ

法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、

供
託
、
訟
務
お
よ
び
人
権
に
関
す

る
事
務
等
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

生
活
に
深
く
関
係
す
る
事
務
を
取

扱
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
、
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
不
明
な

点
、
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
等

が
あ
る
と
き
は
、
法
務
局
の
職
員

が
お
答
え
す
る
相
談
所
を
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
事
前
の

予
約
等
特
別
な
手
続
き
も
不
要
で

す
。

●
日
時

6
月
25
日（
日
）午
前
9

時
〜
午
後
3
時
30
分

●
場
所

甲
府
地
方
法
務
局
4
階

会
議
室（
甲
府
市
北
口
1
丁
目

2
番
19
号
）

●
相
談
内
容
　

・
土
地
や
建
物
、
会
社
な
ど
の
登

記
の
手
続
き
、
土
地
の
境
界
に

関
す
る
こ
と

・
相
続
問
題
、
遺
言
な
ど
に
関
す
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「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な課題や市民

のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしていますので、
どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおおむね20分

とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課計画推進担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

6月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、
6月26日（月）午前9時から11時です。

無
料
で
包
丁
研
ぎ
を

行
い
ま
す

山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会
上
野

原
支
部
で
は
、「
住
宅
デ
ー
」の
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
次

の
と
お
り
無
料
で
包
丁
研
ぎ
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
募
金
も
行
い
ま
す
。

●
日
時

6
月
25
日（
日
）

●
場
所

牛
倉
神
社
境
内
、
市
役

所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

●
受
付

午
前
9
時
〜
正
午

※
包
丁
は
、
1
人
1
丁
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
土
屋
正（
蕁
62
―

4
4
0
5
）

帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
次
の
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
お
好
き

な
回
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
講
座
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス

ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の
連
携
講
座

で
す
。

《
授
業
公
開
講
座「
ア
ニ
マ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス
」》

●
日
時
　
6
月
20
日
〜
7
月
11
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、
11
時
20

分
〜
12
時
50
分

●
定
員
　
各
回
30
名

●
場
所
　
帝
京
科
学
大
学
本
館
棟

●
演
題

「
動
物
行
動
の
原
理
」、

「
ペ
ッ
ト
の
た
め
の
健
康
保
険

制
度
」
な
ど

《
県
民
カ
レ
ッ
ジ
講
座「
様
々
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」》

●
定
員

各
回
100
名

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
受
講
料
　
い
ず
れ
の
講
座
も
無

料
●
申
込
み
方
法
　
い
ず
れ
も
6
月

1
日（
木
）よ
り
電
話
受
付
開
始

る
こ
と

・
お
年
寄
り
の
財
産
な
ど
を
守
る

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と

・
婚
姻
、
離
婚
、
親
権
、
扶
養
等

に
関
す
る
こ
と

・
帰
化
な
ど
国
籍
に
関
す
る
こ
と

・
地
代
、
家
賃
の
支
払
い
な
ど
借

地
・
借
家
に
関
す
る
こ
と

・
児
童
・
生
徒
の「
い
じ
め
」、

「
体
罰
」に
関
す
る
こ
と

・
あ
ら
ぬ
噂
や
中
傷
な
ど
名
誉
・

信
用
に
関
す
る
こ
と
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
法
務

局（
蕁
0
5
5
―

2
5
2
―

7
1

5
3
）

http://info.m
oj.go.jp

開催日
6月17日
（土）
6月24日
（土）
7月1日
（土）
7月15日
（土）
7月22日
（土）

演　　題
動物の
コミュニケーション
植物はコミュニケーション
の達人だ

人間のコミュニケーション

音声による
コミュニケーション
コンピューターによる
コミュニケーション

回

1

2

3

4

5

時 間

10：00～
11：30

講　師

藪田慎司

東　克己

横山章光

桑原尚夫

小林和生



国
民
年
金
加
入
の

み
な
さ
ん
へ

《
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
》

経
済
的
な
理
由
等
で
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
前
年
の
所
得
が

基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予

と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
に
保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、

万
一
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
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危険業務従事者叙勲

瑞
宝
単
光
章
　
上
原
渉
さ
ん

上
野
原
地
区
に
お
住
ま
い
の
上
原
渉

さ
ん
は
、
昭
和
35
年
東
京
消
防
庁
消
防

士
を
拝
命
以
来
、
約
40
年
に
わ
た
り
地

域
の
消
火
、
救
命
活
動
や
予
防
活
動
に

尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
に
あ
た
り
、「
長
年
に
わ
た
り
消

防
業
務
の
発
展
に
努
め
て
こ
ら
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 の

制
度
を
活
用
し
、
申
請
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
分
の
申
請
は
7
月

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
平
成
18
年

度
分
か
ら
は
、
免
除
制
度
が
4
段

階
に
な
り
、
今
ま
で
の「
全
額
免

除
」・「
半
額
免
除
」
に「
4
分
の

3
免
除
」・「
4
分
の
1
免
除
」
が

加
わ
り
ま
す
。
所
得
水
準
に
応
じ

て
保
険
料
が
納
め
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
平
成
18
年
6
月
ま
で

全
額
免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ

れ
、
継
続
し
て
申
請
す
る
届
出
を

さ
れ
て
い
る
方
は
、
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
手
続
き
は
、
印
鑑
と
年
金

手
帳
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
市
民

課
国
保
年
金
担
当
ま
た
は
、
各
支

所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
度
分
の
申
請
手
続
き

を
し
て
い
な
い
方
で
、
平
成
18

年
7
月
ま
で
に
手
続
き
を
行

い
、
承
認
さ
れ
れ
ば
、
平
成
17

年
4
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
免

除
・
納
付
猶
予
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
学
生
納
付
特
例
の
申
請
》

国
民
年
金
に
加
入
の
学
生
は
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
保
険
料

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
本
人
の
前

年
所
得
が
118
万
円
以
下
の
場
合
に

対
象
に
な
り
ま
す
。
平
成
18
年
度

の
申
請
は
、
4
月
か
ら
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ま
だ
、
手
続
き
を
し

て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
度
学
生
納
付
特
例
が

承
認
さ
れ
て
い
る
方
も
、
改
め
て

平
成
18
年
度
分
の
申
請
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
は
、
印
鑑
と
学
生

証
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
市
民
課

国
保
年
金
担
当
ま
た
は
、
各
支
所

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
中
に
20
歳
に
な

る
学
生
は
、
誕
生
月
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年

金
担
当(

蕁
62
―

3
1
1
2)

ま

た
は
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大

月
事
務
所(

蕁
22
―

3
8
1
1
）

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者

募
集文

部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
12

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。体

験
を
と
お
し
て
、
お
互
い
の

理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

●
内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校

体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見

学
・
キ
ャ
ン
プ
・
野
外
活
動
・

無
人
島
キ
ャ
ン
プ
等

●
派
遣
先

米
国
・
英
国
・
豪

州
・
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ

パ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ

ー
●
対
象

小
学
校
3
年
生
〜
高
校

3
年
生
ま
で

●
参
加
費

14
万
5
千
円
〜
49
万

8
千
円
（
共
通
経
費
は
別
途
）

●
締
切

6
月
9
日（
金
）サ
イ
パ

ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ス
ク
ー

ル
体
験
・
フ
ィ
ジ
ー
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
を
ご
希
望

の
方

6
月
20
日（
火
）そ
の
他
の
事
業

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）国
際
青

少
年
研
修
協
会
〒
1
6
0
│

0

0
0
4
東
京
都
新
宿
区
四
谷
2

│

11
大
村
ビ
ル
3
階（
蕁
0
3
│

3
3
5
9
│

8
4
2
1
・
蕭
0

3
│

3
3
5
4
│

2
2
0
7
）

Em
ail：
info@

kskk.or.jp
http://w

w
w
.kskk.or.jp

「
や
ま
な
し
子
育
て
ネ
ッ
ト
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

県
で
は
、
子
育
て
中
の
保
護
者

な
ど
の
不
安
や
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
提
供
を
行
う
「
や
ま
な

し
子
育
て
ネ
ッ
ト
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

●
掲
載
内
容

・
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

・
相
談
・
掲
示
板
コ
ー
ナ
ー（
子

育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
や

相
談
ご
と
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
が
書
き

込
め
る
「
パ
パ
マ
マ
伝
言
板
」

を
設
置
）

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.j
p/kosodate/

●
問
い
合
わ
せ

県
児
童
家
庭
課

（
蕁
0
5
5
│

2
2
3
│

1
4
5

6



巌
地
区

小
俣
京
也

き
ょ
う
や（

大
介
）、
田
部
健
太
郎

け
ん
た
ろ
う

（
誠
）

島
田
地
区

清
水
麗れ

い（
年
彦
）

上
野
原
地
区

阿
部
佑
太
朗

ゆ
う
た
ろ
う（

努
）、
小
俣
圭
輔

け
い
す
け

（
英
正
）、
横
瀬
桜
菜

は
る
な（

宏
之
）、

石
井
智
順

と
も
の
り（

政
年
）、
大
神
田
陽
斗

は
る
と

（
健
太
）、
大
久
保
梨
乃

り

の（
典
幸
）

秋
山
地
区

須
藤
エ
ミ
ル（
央
憲
）、
原
田
優
花

ゆ
う
か

（
英
信
）、
原
田
藍あ

い（
厚
）

大
鶴
地
区

小
俣
滋
希
＝
長
島
明
日
香

伊
藤

宏
＝
奈
良
さ
ち
子

尾
形
光
生
＝
梶
原
順
子

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
4
月
中
届
出
分
＝
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禁
煙
の
ス
ス
メ

上
野
原
市
立
病
院
　
外
科

小
林
　
敏
樹
　
医
師

NO.16

婚

姻

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

喫
煙
の
悪
影
響
と
し
て
は
、
ま

ず
ど
な
た
も
肺
癌
を
あ
げ
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
癌
に
つ
い
て
い

え
ば
肺
癌
だ
け
で
な
く
、

口
腔
癌

こ
う
く
う
が
ん

・
喉
頭
癌

こ
う
と
う
が
ん

・
食
道
癌
・
胃

癌
・
肝
臓
癌
・
膵
臓
癌

す
い
ぞ
う
が
ん

・

膀
胱
癌

ぼ
う
こ
う
が
ん

・
子
宮
頚
癌

し
き
ゅ
う
け
い
が
ん

な
ど
も
発
生

率
が
高
く
な
り
ま
す
。

癌
以
外
に
も
循
環
器
疾
患
で

は
、
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
・
閉
塞

性
動
脈
硬
化
症
、
脳
血
管
障
害
で

は
、
脳
梗
塞
・
く
も
膜
下
出
血
な

ど
の
リ
ス
ク
が
増
大
し
ま
す
。
消

化
器
疾
患
で
は
、
胃
潰
瘍
・
十
二

指
腸
潰
瘍
の
発
生
が
増
加
し
、
か

つ
治
り
も
遅
く
な
り
ま
す
。
呼
吸

器
疾
患
で
は
、
肺
気
腫
・
慢
性
気

管
支
炎
・
気
管
支
喘
息

き
か
ん
し
ぜ
ん
ぞ
く

な
ど
が
増

加
し
ま
す
。
皮
膚
に
つ
い
て
は
、

末
梢

ま
っ
し
ょ
う

血
管
収
縮
に
よ
る
皮
膚
の
老

化
や
し
わ
の
増
加
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
妊
娠
時
の
喫
煙
は
、
低
体

重
児
出
産
や
早
産
・
周
産
期
死
亡

の
比
率
が
上
昇
す
る
こ
と
も
事
実

で
す
。
ま
た
、
受
動
喫
煙
に
よ
る

非
喫
煙
者
へ
の
健
康
被
害
も
見
逃

せ
ま
せ
ん
。

禁
煙
を
勧
め
る
と
、「
今
ま
で

何
十
年
も
吸
っ
て
き
た
の
だ
か
ら

今
さ
ら
止
め
て
も
ど
う
に
も
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。」
と
言
う
人
が

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
禁
煙
す
る
と
、

循
環
機
能
・
肺
機
能
が
改
善
し
、

歩
く
の
が
楽
に
な
る
な
ど
の
身
体

の
変
化
が
、
た
っ
た
2
〜
3
週
間

で
現
れ
て
き
ま
す
。
長
期
的
に
は
、

5
年
以
内
に
肺
癌
死
亡
率
が
10
万

人
当
た
り
137
人
か
ら
72
人
へ
低
下

し
ま
す
。
10
年
で
は
12
人
ま
で
低

下（
非
喫
煙
者
と
ほ
ぼ
同
程
度
）す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
60
歳
・
70
歳
、
た
と
え
80
歳

か
ら
で
も
禁
煙
を
始
め
れ
ば
、
効

果
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
際
、
私
も
喫
煙
者
で
し
た
が
、

長
男
の
誕
生
を
機
に
禁
煙
す
る
こ

と
が
で
き
、
上
野
原
市
駅
伝
競
走

大
会
第
3
区
の
タ
イ
ム
を
3
分
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
禁
煙
を
お
勧
め
し
ま
す
。

そ
の
一
本
を
我
慢
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

巌地区 村松 由菜
ゆ な

ちゃん（2歳）
敬哲さんとちづるさんの長女

“これからも笑顔いっぱい
元気に大きくなってネ！！”

上野原地区 野澤 月渚
る な

ちゃん（2歳1か月）

亘さんと里香さんの長女

“その笑顔でこれからもみんなを癒してネ！”



上
野
原
地
区

杉
本
潤
＝
尾
畠
靖
世

西
原
地
区

奈
良
直
久
＝
木
口
静
恵

巌
地
区

小
俣
金
太
郎（
博
文
）、
井
上
盛
三

（
紀
博
）、
牧
野
知
正（
博
行
）、
水

越
き
よ
子（
長
雄
）

大
鶴
地
区

志
村
節
子（
金
井
美
弥
子
）

島
田
地
区

大
神
田
弘（
誠
）、
小
俣
正
明（
孝
一
）

上
野
原
地
区

鈴
木
良
男（
青
木
裕
）、
小
俣
幸
子

（
眞
紀
）、
北
村
御
二
子（
一
郎
）、

秦
ヨ
シ（
吉
之
介
）、
澤
井
英
子

（
功
）、
佐
々
木
む
つ
子（
實
）、
富

田
衞（
千
兼
）、
飯
島
健
次（
幸
江
）、

白
倉
　
　
（
シ
マ
子
）

棡
原
地
区

岡
部
利
子（
幸
夫
）

西
原
地
区

原
島
喜
乃（
義
直
）

秋
山
地
区

原
田
行
成（
弘
喜
）、
佐
藤
驪（
光
）
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◇『
ト
ー
キ
ョ
ー
・
プ
リ
ズ
ン
』

柳
広
司
／
著
　
角
川
書
店

元
軍
人
の
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
は
、
捕
虜
虐
殺
の
容
疑
で
死

刑
を
求
刑
さ
れ
て
い
る
囚
人
･

貴
島
悟
の
記
憶
を
取
り
戻
す
任

務
を
命
じ
ら
れ
る
。

◇『
私
の
中
に
答
え
は
あ
る
か
』

内
田
春
菊
／
著
　
角
川
書
店

別
れ
よ
う
と
し
て
い
る
男
の

大
胆
な
行
動
、
見
た
こ
と
が
な

い
母
の
女
と
し
て
の
側
面
、
友

だ
ち
の
息
子
に
垣
間
見
る
マ
ザ

コ
ン
の
芽
・
・
・
。

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

66
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

4 5 6 7 8 9
3
10

11 12 13 14 15 16 17
2018 19
27 28
21 22

30
23 24

25 26

21

29

一

般

書

◇
『
黒
い
太
陽
』

新
堂
冬
樹
／
著
　
祥
伝
社

◇
『
偽
装
報
告
』

高
任
和
夫
／
著
　
光
文
社

◇
『
風
魔
』〈
上
・
下
〉

宮
本
昌
孝
／
著
　
祥
伝
社

◇
『
静
か
な
る
凱
旋
』

阿
部
牧
郎
／
著
　
講
談
社

◇
『
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
』

レ
ヴ
・
グ
ロ
ス
マ
ン
／
著
　
三

川
基
好
／
訳
　
ソ
ニ
ー
・
マ
ガ

ジ
ン
ズ

◇
『
パ
ズ
ル
・
パ
レ
ス
』〈

上
・
下
〉

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
／
著
　
越
前

敏
弥
・
熊
谷
千
寿
／
訳
　
角
川

書
店

◇
『
聖
骸
布
の
仔
』

Ｄ
・
V
・
コ
ヴ
ラ
ル
ト
／
著

竹
下
節
子
／
訳
中
央
公
論
新

社
児

童

書

◆
『
勇
太
と
死
神
』

立
石
彰
／
作
　
大
庭
賢
哉
／
画

講
談
社

◆
『
ケ
イ
ゾ
ウ
さ
ん
は

四
月
が
き
ら
い
で
す
。』

市
川
宣
子
／
作
　
さ
と
う
あ

や
／
絵
　
福
音
館
書
店

◆
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
・

キ
ュ
ー
ラ
に
気
を
つ
け
ろ
！
』

山
口
理
／
作
　
北
田
哲
也
／
絵

文
渓
堂

◆
『
サ
ス
テ
ィ
姫
の
裏
切
り
』

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｌ
・
ス
ト
ー

ン
／
著
　
日
暮
雅
通
／
訳
　
ソ

ニ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
ズ

◆
『
す
ぐ
に
役
立
つ
救
急
手
当
』

（
災
害
編
）

浅
井
利
夫
／
監
修
　
汐
文
社

◆
『
青
春
俳
句
を
よ
む
』

復
本
一
郎
／
著
　
岩
波
書
店

絵

本

○
『
さ
か
な
だ
　
さ
か
な
だ
』

長
野
ヒ
デ
子
／
作
・
絵
　
偕
成

社
○
『
お
と
な
り
さ
ん
』

き
し
ら
ま
ゆ
こ
／
作
　
高
畠

純
／
絵
　
Ｂ
Ｌ
出
版

○
『
た
か
い
　
た
か
い
』

ジ
ェ
ズ
・
オ
ー
ル
バ
ラ
／
作
・

絵
　
徳
間
書
店

○
『
も
り
の
ヒ
ー
ロ
ー

ハ
リ
ー
と
マ
ル
タ
ン
４
』

（
マ
キ
マ
キ
マ
ン
の
ま
き
）

や
な
せ
た
か
し
／
作
・
絵
　
新

日
本
出
版
社

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
パ
ー
シ
ー
と

ど
う
ぶ
つ
た
ち
』

◎
日
時
　
6
月
10
日（
土
）

午
前
10
時
〜

午
後
2
時
〜

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
ビ
ー
ズ
教
室
』

◎
日
時
　
6
月
24
日（
土
）

午
後
2
時
〜

☆
お
は
な
し
会
☆

『
お
じ
さ
ん
の
か
さ
』
ほ
か

◎
日
時
　
6
月
17
日（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
大
根
の
月
』

向
田
邦
子
作
　
他

◎
日
時
　
6
月
18
日（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

死

亡

今
月
の
一
冊

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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4月28日、もみじホールにおいて、当市四方津出
身の東京大学医学部消化器内科教授の小俣政男先生を
招いて、健康づくり講演会を開催しました。
講演会では、地元出身ならではの話を交えながら、

肝臓病についてわかりやすく説明していました。

防犯パトロールカー出発式

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

4月18日、市役所において、上野原市が新市建設の基本方針として
いる「安全・安心のまちづくり」の一環として、防犯パトロールカー
（通称：青パト）の出発式を行いました。
この青パトは、地域防犯意識の高揚と軽犯罪発生の抑制を目的に、

日曜・祝日を除く毎日、各地域を巡回して防犯活動を行います。この
事業が地域防犯活動のシンボルとなり、地域のみなさんから愛される
「青パト」となることが期待されます。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課計画推進担当 電話62-3118

人口●28,286人 （＋19）
男 ●14,114人 （＋ 6）
女 ●14,172人 （＋13）
世帯●10,056世帯（＋36）
平成18年5月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●上野原市健康づくり講演会
5月3日・4日の2日間、市内4会場で第31回郡内

少年野球大会が行われました。
この大会は当市では5年ぶりの開催となり、郡内地

域の各地区から代表16チームが出場し、優勝を目指
して熱戦が繰り広げられました。

●第31回郡内少年野球大会

5月2日、上野原市が死亡事故ゼロ500日を達成し、
山梨県警から感謝状が贈呈されました。
上野原市は平成16年12月に死亡事故が起きて以

来、平成18年5月1日に死亡事故ゼロが500日にな
り、現在も更新しています。（5月25日現在）

●交通死亡事故ゼロ500日を達成
5月13日、もみじホールにおいて、上野原市文化

協会設立総会が行われました。平成17年2月13日の
上野原市誕生以来、上野原町文化協会と秋山村文化協
会で合併について協議してきました。この日、合併協
議が整い、上野原市文化協会として発足しました。

●上野原市文化協会設立総会
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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